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議事の経過 別紙のとおり 
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広聴広報委員会記録 

令和５年４月 24 日 

（ 午前９時 59分 開会 ） 

委員長 ：ただいまの出席委員は９名であります。 

全員の出席ですので、これより本日の委員会を開会します。 

録画、録音、写真撮影を許可しておりますので、御了承願います。 

初めに、議会だより第 74号の企画、構成についてを議題といたします。 

現在、議会だよりの編集業務の業者選定に係る公募型プロポーザルを進めているところ

でありますが、見直し後の次回の議会だよりの構成や特集の企画などについては同時進行

で検討を進めていく必要があります。 

特集ページを設けることとした場合の企画などについて、各委員から提案をいただくよ

うお願いしておりましたが期限までに提案のあったものを事務局で取りまとめ、お示しし

ております。 

本日は、様々な観点から議論いただきたいことから、この後、暫時休憩を取り、事務局

から資料の説明をさせた後、自由討議で進めたいと思います。 

さよう進めることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長 ：異議ありませんので、さよう進めます。 

それでは書記から説明させた後、自由討議で進めたいと思います。 

暫時休憩します。 

（休憩 10：00～10：30） 

委員長 ：休憩前に引き続き、再開いたします。 

議会だよりの特集記事の企画、構成について、討議の内容を報告願います。 

岩渕典仁委員。 

岩渕（典）委員：今回の特集記事については、２テーマ考えられるということですけれども、一つは

議会だよりがリニューアルになりますので、その背景やアンケートを取った結果であるとか、

あとはモニターとの意見交換会も行っておりますので、そういったリニューアルに関連した

特集ではどうかということです。 

もう一つは、一関工業高等専門学校の校長、学生と研修を行ったわけですけれども、興味 

深い話もありましたので、広聴広報委員のメンバーでインタビューや取材などを行って、

コンセプトとすれば、若い方の意見を聞きながら、市政や議会に対しての要望などを聞い

ていくということを特集記事にしてはどうかということです。 

委員長 ：ただいま討議内容について報告がありました。 

     見直し後の、次号の議会だよりの企画、構成については、ただいま発言があった内容で進

めることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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委員長 ：異議ありませんので、さよう決しました。 

     次に、市民と議員の懇談会についてを議題とします。 

     令和５年度の市民と議員の懇談会については、若者を対象として実施する旨、前回の委員

会で方向性を確認しておりますが、具体的な懇談テーマや実施に向けた準備などについて、

協議したいと思います。 

 書記より説明させます。 

 暫時休憩します。 

（休憩 10：35～10：57） 

委員長 ：再開します。 

     これより意見交換を行います。 

     千葉委員。 

千葉委員：懇談の対象、テーマ、当面の進め方については、日程的なこともありまして、議会だより

を作る日程もありますので、対象をある程度絞りながら、一度に全部ではなくて、相手先の

都合も聞きながら、事務局の説明内容を基本として、８月の実施に向けて取り組んでいって

はどうかと思います。 

     ８月に実施できないときは、10月以降に実施するということで考えていただければとい

いと思います。 

     テーマや実施内容について、ワールドカフェにするか対面方式にするかは、それは継続協

議として、まずは対象者を決めていければいいと思いますが、一関市内の高校、短大、高専

あとは一関価値創造若者協議会、各青年組織に事務局のほうで確認していただければと思い

ます。 

委員長 ：ただいま千葉委員から意見がありましたけれども、懇談対象、今後の日程については、原

則として事務局説明のとおり進めることとして、テーマや、やり方については、相手先を見

ながらということであります。 

     それから、日程については、原則として事務局案の８月実施ということでありますけれど

も、相手があることなので、もし実施できなければ 10 月以降に行うということであります。 

     菅原委員。 

菅原委員：市長への提言が年内に無理だとしても、年度内には提言までまとめていくということを目

標にできればと思います。 

委員長 ：ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委員長 ：なければ、意見交換を終わります。 

それでは、市民と議員の懇談会については、千葉委員、菅原委員から出た意見を中心に

進めたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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委員長 ：異議ありませんので、さよう進めてまいります。 

     以上で、市民と議員の懇談会についての協議を終わります。 

     次に、その他に入ります。 

     次回の委員会の日程について協議します。 

     暫時、休憩します。 

（休憩 11：02～11：08） 

委員長 ：再開します。 

     次回の委員会については、５月 22 日、午前 10 時から行いたいと思います。 

     これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長 ：異議ありませんので、さよう決しました。 

     そのほか、皆さんから何かございませんか。 

     （「なし」の声あり） 

委員長 ：なければ、以上で予定した案件の協議を終わります。 

以上で本日の委員会を終了します。 

御苦労さまでした。 

（ 午前 11 時 09 分 終了 ）


